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筆者の考える社会問題提起力とは

既存の言説・制度・政策・慣習など、その存在
の自明性（当然の存在と見なす）を疑い、その
偶有化をはかる（他の選択肢・可能性を探る）
ことで、そのあり方を根源から問いかける能力
のこと。

なぜそれが自明視されてきたのか、その原因
を読み取ること。



(２)教材開発

※隠れたカリキュラムとは…「教師（又は一般的に学校）によって
意識 されていないか、また意図されていても公然としたものとしてでは
なく学習者に認められているもの」（Martin 1976）

→学校生活の様々な側面を含む

・学校教育の批判的読み取り

⇒生徒自身が自らの学びの意味の自覚と追求

• 子どもたちの日常にある言説・制度・政策・慣習などの
中で、その存在が自明視されているもの

• 分析することで「社会の大きな構造」を感じ取れるもの
教材

・「教育制度」「学校」の題材化を推奨
・批判理論を活用した学校教育分析・・・「隠れたカリキュラム研究」



社会問題の認識段階

ゾーンⅢ

誰も認識し
ていない

ゾーンⅡ

意識の高い人
間が認識

ゾーンⅠ

誰もがそうだと認識して
いる社会問題＝自明視

・教材の対象
・教師自身が「意識の高い人
間」となる必要性

デパートに時計や
窓がない理由
→日没や雨などの情報
を知らせないように

デパートには
窓がない(少ない)

具体例(デパートの授業実践をもとに)



社会問題提起力育成の授業の流れ

〈１〉相対化

↓

〈２〉意思決定

↓

〈３〉社会構造判断

↓

〈４〉社会構造批判



小学校の場合

領土問題を扱うことに対する批判

社会問題提起力の育成を小中学校で行っていくための条件

①センシティブな事柄ではなく、もっと実際に扱いやすいもの
②現行の学習指導要領にも抵触しないもの

内容がセンシ
ティブで小中学
校で行うことは

難しい

国家権力の隠ぺ
いを読み解け、
戸惑いや極端な
懐疑主義になる

可能性

不利益を被った
りする人もおり、
このような人々

が授業を妨害す
るような可能性



単元「デパートには窓がなぜないの？」

売りたいものを広告
にして配るくらいだか
ら、むしろ中の商品を
外のお客さんに見て
もらいたいはず

外の天気の情報や
日没などの情報など
をデパート側は伝え
たくない。

情報が分かると、買
い物を早めに切り上
げたり、家に帰ってし
まう。店員さんの多くは知らない

MA
・店員はお客へのサービスを心掛け、お客も理解している。一方で店員さえ知らない
「売るための工夫」が店には多くあり、設計者や管理者（経営者）しか知らないこともあ
る。店員もお客も自覚がないので、分からないうちにその作戦（装置）にはまってしまう。

導入

• デパートの写真の提示→デパートには窓が少な
い

• MQ：なぜ、デパートには窓がない（少ない）のか

展開

• 外から見えて困るものはあるか。

• 中のお客に見られては困ることとは？

終結

• お店の店員はデパートに時計や窓がない理由を
知っていると思う？

• まちにあるこうした「装置」を調べてみよう。



店頭の店員

企業の戦略

（装置）

ゾーンⅢ

お店の販売促進に関する「大きな構造」

今回の単元

お店を取り囲む「大きな構
造」の存在を認識させるこ

とが目的

これまでの小学校社会科
で取り扱われてきたお店

屋さん（販売者）

直接的な社会問題提起にはつながらない。

しかし、土台として直接経験では気づきにくい「大きな構造」の存在をはっき
りと認識させることが可能。



１．相対化

批判対象となる
事象

別の選択肢相対化

１．外国の事例
２．過去の事例

３．批判対象の成立過程

相対化 意思決
定

社会構
造分析

社会構
造批判



ー社会問題の定義から領土問題を考えるー
「教科書で日本の領土に関する記述を見てみよう」

日本の主張する固有の領土は世界では認めら
れていない

教科書・外務省のHPから日本固有の領土に関する
日本側の主張を確認

•竹島、北方四島、尖閣諸島についてサンフランシスコ平和条約を中心に日
本政府が認識している事実を確認

日本の見解に対する他国（韓国、ロシア、中国を除
く）の見方を紹介

•竹島や尖閣諸島は係争地とされていることが圧倒的に多い。

相対化 意思決
定

社会構
造分析

社会構
造批判











MQ:「なぜ日本の主張は世界で認められないのか」

・日本の教科書が記載している「日本固有の領土」の定義が曖昧。

・今まで自明視されてきた領土の形成過程・社会的背景（歴史等）を疑い、
相手国の反論が日本の教科書には書かれていないことを確認する。

竹島、北方四島、尖閣諸島の歴史について文献を中心に具体的
史実を確認

• 井上清「尖閣諸島」

• ⇒尖閣諸島は一度も琉球領ではなく、元来は中国領であった。

• 18世紀の林子平の地図で「竹島」は朝鮮領として扱われている。

相対化 意思決
定

社会構
造分析

社会構
造批判



2.意思決定

選択肢１

価値観の形成過程

「誰を利するのか」

「誰を傷つけるのか」

選択肢２

価値観の形成過程

「誰を利するのか」

「誰を傷つけるのか」

選択肢３

価値観の形成過程

「誰を利するのか」

「誰を傷つけるのか」

選択肢４

価値観の形成過程

「誰を利するのか」

「誰を傷つけるのか」

批判対象

相対化
意思
決定

社会構造
分析

社会構造
批判



教科書の記載通り、「日本固有の領土」と胸を張って
言えるのでしょうか？

琉球

アイヌ

台湾

ロシア

日本

韓国

中国

保護

文明国

劣った人々

相対化
意思
決定

社会構造
分析

社会構造
批判



３．社会構造分析

批判
対象

情報統制
網

経済構造

権力構造

選択肢
１

選択肢
２

社会の大きな構造

我々
自
明
視

不
可
視

相対化 意思決定
社会構
造分析

社会構造
批判



領土問題の授業の中での社会構造分析

各国は日本の指摘にどのように反論してい
るか

• 各国の主張は各国の歴史的背景にもとづいたもので
ある事を認識させる。

各国の主張や歴史を見直すと、日本の主
張のほころびに気付いたか？

• 日本の主張が各国の主張から目をそらさせてしまっ
ていることを認識させ、社会の大きな構造（ここでは
情報統制網など）に目を向けるように仕向ける。

教科書検閲
制度

マスコミによ
る報道



４. 社会構造批判

存在を
意識

対策を
考察

破
壊

社会の大きな構造

相対化
意思決
定

社会構
造分析

社会構
造批判



教科書とは何だろう

相対化
意思決
定

社会構
造分析

社会構
造批判

大手教科書の描く領土問題は、本当は誰による問題で、誰を
利するための「問題」なのか。

政府にとって都合のよい記述になっている。

なぜ大手の教科書にこうしたタイプの構造を持つものが存在
しないのか。

・教科書と副読本には違いがある事を気づかせる。

これは何でしょうか（資料７参照）

・各国の立場が併記されている。

見解の複線化を図る！！

政府に都
合のよい
思考体制
が形成



批判理論
―元はフランクフルト学派の社会方法論上の立場の総称

○批判理論＝反実証主義

自らが矛盾した社会の中の主体であると
いうことを認識し、自らの理論自体が矛盾
に満ちた社会の産物であることを意識化。

＝社会の矛盾を認識したうえで、社
会を批判的に分析する

○伝統的理論＝実証主義
命題を矛盾なく合理的に整合す
ることを真理の証とする

＝事象そのものに矛盾がな
いか科学的に分析する



批判理論 授業の中では…

• 〔中・高〕日本の主張が外国から認められていない
ことを知る。

• 〔小学校〕デパートに窓がないことに気づく

社会の
矛盾を
認識

• 〔中・高〕各国の主張と、歴史的事実の確認

• 〔小学校〕窓がないことでお店側にどのようなメリッ
トがあるのか

社会を
批判的
に分析



まとめ
社会問題提起力の育成のための授業づくりとは

教材：生徒に身近な言説・制度・政策・慣習の中で、分析をすれば、何らかの「大きな
構造」を感じ取れるもの。

授業過程：MQ「○○にもかかわらず、～なのはなぜか？」など

自明視されていることを疑
わせることが重要！

相対
化

• 外国の事例と比較 ・過去の事例と比較 ・言説の成立過程を追って、他の可能性
を探る

意思
決定

• ④と一元化しても可。①で出た事例の結果を考察し、どれが理想的か判断する。

社会
構造
分析

• 対象が、なぜこれまで自明視されてきたのか。社会背景等を踏まえながら解明。

社会構
造批判

①

②

③

④ • 理想となる選択肢の実現のために障害となっている社会内部の構造に言及。抜本
対策を考察する。もしくは、対象をとりまく「大きな構造」に気づかせる。



重要センテンス
①筆者は社会問題提起力を次のように考えている。○既存の言説・制度・政策・慣習な
ど、その存在の自明性（当然の存在とみなす）を疑い、その偶有化をはかる（他の選択
し・可能性を探る）ことで、その在り方を根源から問いかける能力のこと。○なぜそれが
自明視されてきたのか、その原因を読み取ること。（p20)

②教材は、子どもたちの日常にある言説・制度・政策・慣習などの中で、その存在が自
明視されているもの、そして、子どもたちがそれを分析することで何らかの「社会の大き
な構造」を感じ取れるものであれば何でもよい。（p20）

③授業は学習社である生徒のためにある。この社会問題提起力の育成の上で前提と
なる自明視というものも、基本的には学習社である生徒（と生徒の周囲にいる大人た
ち）が自明視してさえいれば良いのであって、指導する側である教師（＝意識の高い人
間）は少なくとも気が付いている必要がある。（p21）

④教師は常に批判理論についての教養、そしてその研究成果を学び、自身も社会を分
析できるそうした人間になることが求められるのである。（p21）

⑤社会問題提起力の育成を小・中学校で行っていくためには、こうしたセンシティブな
論争問題や国家権力といった事柄ではない、もっと実際に扱いやすく、かつ現行の学
習指導要領にも抵触しないような授業開発が求められる。（p31）

⑥社会問題提起には直接つながらないが、そのために必要となる「社会のより大きな
構造」の存在を生徒たちに認識させることができるという利点がある。

⑦本当に教えたいのは批判理論を用いて、社会の自明視された制度や空間、言説な
どを疑い、そこに隠された権力関係を読み解くための知的作法であり、これを使って自
由に社会を読み解ける人間になることを筆者は期待している。
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